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JTAを経験して

1. はじめに

2014年前期、 CALL教室で行われた基礎工学

部の英語reading授業の TAをさせていただきま

した。前年度、この授業を見学させていただい

たことがきっかけでぜひ学ばせていただきたい

と思っておりましたので、貴重な機会となりま

した。以下、授業の様子と TAとして心がけた

ことを述べます。

2. 授業の様子

授業は、英語のネットのニュースを読んで各自

興味のあるトピックを選び、その中で学んだ単語

の意味を調べ、要約したものを CLEに提出したり、

授業中3~4名のグループに分かれてまとめたニュ

ースをお互いに英語で読みあったり、パワーポイ

ントで作成してきたスライドを見せながら、クラ

スの前で英語でのプレゼンテーションの練習を積

み重ねたりして、中間発表と最終発表でその成果

を披露するという内容です。

授業の開始時に学生は自分のパスワードでログ

インし、それが出欠の代わりとなります。初めの

2,3回はログインできない学生がいたりしました

が、次第に皆が慣れてきてスムーズに始まるよう

になりました。また小グループに分かれて活動す

るということもこれまであまりなかったのか、先

生が声掛けされてもすぐには動けない様子でした

がそれも後半になるととまどうこともなく自分か

ら席を代わったりしていました。パワーポイント

の作成はアニメーションを使ったり、動画を入れ

たり、 YouTubeと繋いだり、かなりうまく工夫し

ていました。前期が終わるころには、程度はさま

ざまでしたが、 全員がそれぞれ興味ある内容を英

語とスライドで表現できるようになっていて、か

なりの進歩が見られました。司会進行を担当した

学生は、教わった通りに英語で進行をしてよい経

泉谷律子 （言語文化研究科 言語文化専攻）

験になったようでした。

3. 心がけたこと

先生が TAに期待されたのは機器の操作と言う

よりは、小グループに分かれた時に中に入って英

語で助けたり、プレゼンのときに学生にヒントを

あげたり、最後に感想を述べたり、 主に英語で話

すことや堅い雰囲気を和らげたり、励ましたりす

ることを求められていると思ったので、そのよう

にするよう試みました。ただ、どこまで学生にか

かわっていいのかというのは、それぞれの TAに

まかされていたので難しかったです。学生によっ

ては自分が入ると緊張したり、監視されていると

思ったりするのかなあ、と感じることもあり、行

き詰っているグループに入ると笑顔で答えてくれ

たりするので、入ってもいいのか、と感じたり、

この仕事は TAのパーソナリティによって多様な

やり方があるように思いました。授業の終わりに、

ほぼ毎回、 TAから学生へのコメントを求められる

のですが、回数が重なると同じようなコメントし

かできず困りました。そこで、最終日には削の週

の直後に自分で書き留めておいたコメントを用意

してそれを見て、有益なことが言えるように心が

けました。もっと早いうちからそのようなことを

していればよかったと悔やまれます。

機器の操作は特に頼まれてはいなかったのです

が、個人PCの画面が大画面に反映しなかったりし

て学生が困った時に、いちいち先生に来ていただ

かなくても自分がもっと勉強してやらなければ、

TAとしての役割を果たせないと思ったのがもう

一つの反省点です。

4. まとめ
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先生の授業の進め方、 学生たちの反応、 TAとし

ての動き方だけでなく、英語、 ITの利用の仕方が



とても勉強になりました。貴重な機会ですので、

できるだけ多くの学生、院生、特に、今後教育に

携わることが予想される方は、ぜひTAとして経験

を重ねられることをおすすめいたします。
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